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⺰
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⺯
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⺰
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⺰
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⻒
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⺰
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⺰
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⻒
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⺯
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⺰
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⻒
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阪
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会
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ほ
ん
ま
も
ん
の
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の
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つ
り
に
す
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た
め
に
⺯
事
務
局
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⺯
担
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⺯
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⺯
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⺯
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⺯
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⺯
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⻆
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⻆
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⻒
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⻒
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盛
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い
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し
⻕
う
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「きょうされん第４９回全国大会ｉｎ大阪 えがおのまつり」 

大会開催趣意書 

 

きょうされんは 1977 年、障害のある人の願いを中心にして、誰もが安心して暮らせる社会をめざして

16 か所の共同作業所が集まり結成されました。現在、全国 42 支部、１９００の事業所が加盟し、３万人に

迫る賛助会員に支えられています。大阪支部は 153 の事業所、約 3000 人の賛助会員に支えられていま

す。 

さて、きょうされん第 49 回全国大会を大阪で開催するにあたり、３つの点について考えたいと思いま

す。 

第１に平和の大切さについてです。ロシアによるウクライナ、イスラエルによるガザ侵略は一向に解決せ

ず、それどころか暴力は広がっています。大国は自国の利益を優先し、多くの弱い立場にある人たちが犠牲

になっています。日本においては世界で唯一原爆が投下されたにも関わらず核兵器廃絶の願いは軽んじら

れ、戦争ができる国に逆戻りしています。改めて平和の中でこそすべての人の権利が守られることを確認

し、加害責任や民族差別など日本が過去に犯した事実と向き合い、平和を実現していくことを訴えます。 

第２に障害のある人たちのおかれている状況です。2014年に日本が批准した障害者権利条約にはすべ

ての障害者の人権、平等、尊厳が謳われています。しかし現状は、不十分な所得保障、依然として続く家族

介護、障害者事業所の人手不足などにより、障害のある人が人としてあたりまえの生活を送ることができ

ない状況にあります。加えて物価の高騰が追い打ちをかけています。 

能登半島の被災地の復興は後回しにされ、高齢者、障害者が取り残されている状況にも、社会的弱者に

冷たいこの国の現状が表れています。 

そのような中、2024 年７月最高裁で優生保護法が違憲であったと断罪されました。優生思想に基づく

差別偏見の根絶は、日本の障害のある人の人権を守るための大きな課題であり、全面的な解決が求められ

ています。 

第３に大阪ならではの課題があります。大阪は古くは「水都／商都」と呼ばれ、商業の街として発展して

きました。しかしながら時代の変化の中で貧困と格差が広がり、それに対抗して社会保障制度の整備、拡充

を求める運動が活発に行われてきた歴史と実績があります。 

障害分野では 2005 年「自立支援法反対」の一致点で多くの団体が連携して、全国に先駆けて大きな運

動を作ってきました。大会を契機に共同の取り組みを更に発展させ、充実させることが重要です。 

以上を踏まえ、「第 49 回きょうされん全国大会㏌おおさか えがおのまつり」を開催します。笑顔に包ま

れた大阪らしい大会をめざし、障害のある人、家族、関係者など、様々な人が活躍しながら、つながりを強

め、手話言語の国際デーの日に行われる大会の成功を障害者福祉の発展に繋げていきます。 

多様性を認めあい、ひとり一人の尊厳を大切にすることを訴え、格差と分断が進む社会を変える力とし

ていきましょう。平和の中でこそ命も権利も守られることを確認し、だれもが大切にされる社会を実現する

取り組みを広げていきましょう。 

 

※９月２３日は「手話言語の国際デー」／２０１７年１２月１９日国連総会で決議され、「手話言語が音声言語

と対等であることを認め、ろう者の人権が完全に保障されるよう国連加盟国が社会全体で手話言語につ

いての意識を高める手段を講じることを促進することとされています」（全日本ろうあ連盟 HP より） 

 


